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3 伊予市の自転車に関わる現状と課題の整理 

3.1 伊予市の自転車に関わる現状の整理 

1) 伊予市の都市環境 

(1) 高齢化の進展 

 
 

 
 

出典：2015 年までは国勢調査、2020～2040 年は国立社会保障・人口問題研究所の推計値 

図 3.1 人口及び高齢化率の推移 

 
 

       
 

出典：国勢調査 

図 3.2 地区別人口及び高齢化率の推移 

○伊予市の総人口は減少傾向にあります。 

○人口構成比の推移では、15～64 歳の生産年齢人口が大きく減少しており、2045 年には 65 歳

以上の老年人口（高齢者）の割合が 40％になると見込まれています。 

○地区別にみると、伊予地区の人口はほぼ横ばいですが、中山地区、双海地区の人口は大きく

減少しています。高齢化率はすべての地区で増加傾向にあり、中山地区・双海地区は 4 割以

上とかなり高くなっています。 

※2005年に中⼭町・双海町の2町が伊予市と合併したため、 
  2000年以前の数値は伊予市・中⼭町・双海町の合算値 

伊予地区 中⼭地区 双海地区 
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(2) 人口の分布 

 
 

 
 

出典：平成 27 年国勢調査 

図 3.3 夜間人口分布 

 

 
 

出典：平成 26 年経済センサス 

図 3.4 従業人口分布 

  

○伊予地区の中心部およびその周辺に夜間人口、従業人口が集中しています。 

○中山地区、双海地区では役所や学校がある箇所を中心に夜間人口、従業人口が多くなって

います。 
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(3) 移動の現状 

a) 場面別の交通手段 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.5 場面別の交通手段 
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○市民の交通手段は自家用車が約 7～8 割と最も多く、次に自転車が多くなっています。 
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b) 交通手段別の移動距離 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.6 交通手段別の移動距離 
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○自転車での移動距離は 5km 未満が多く、自家用車は 5km 以上が多いものの、5km 未満が日

常では約 5 割程度と近距離の移動でも自家用車を使う割合が高くなっています。 

⾃転⾞ 

⾃動⾞ 
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c) 場面別の交通手段（居住地区別） 

 
 
 

 
 
 

      
出典：市民アンケート調査 

図 3.7 場面別の交通手段（居住地区別） 
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○地区別にみると、伊予地区と比べて中山地区・双海地区の自家用車の分担率が高くなってい

ます。 

○自転車分担率は、伊予地区では 8％程度となっていますが、中山地区、双海地区では多くが

5％以下と低くなっており、自動車分担率が相対的に高くなっています。 

伊予地区 

中⼭地区 双海地区 
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(4) 自転車の現状 

a) 自転車の主な利用目的、走行距離 

 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.8 自転車の主な利用目的及び走行距離 
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○自転車の主な利用目的は「買い物、通院などの日常生活」が最も多く、次いで「通勤」となって

おり、走行距離は 2km 未満が 6 割を占めています。 
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b) 自転車利用時の走行場所 

 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.9 自転車利用時の走行場所及びその理由 
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⾃転⾞の走⾏位置として路⾯などに表⽰がされているから

歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩⾏者も多く走れないから

○自転車利用時の走行場所は歩道が約 7 割であり、その理由は「安全で安心して走れるから」

「車道を走るのが怖いから」が多くなっています。 

○一方で車道を走行する人の走行理由は「安全ではないがルールで決まっているから」が最も

多く、次いで「歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩行者も多く走れないから」となっています。 
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c) 新型コロナウイルスの影響による自転車利用変化 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.10 新型コロナウイルスの影響による自転車利用変化 

 

d) 自転車を利用しない理由 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.11 自転車を利用しない理由 

0.2%

1%

2%

1%

2%

2%

3%

1%

1%

95%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事関連

仕事関連以外

新しく⾃転⾞を利⽤するようになった ⾃転⾞の利⽤回数を増やした

⾃転⾞の利⽤回数を減らした ⾃転⾞を利⽤しなくなった

その他の変化 変わらない

n=336

n=448

3

8

66

11

5

23

10

18

5

7

153

21

1

6

52

64

15

15

33

13

13

48

44

7

1

5

30

39

22

23

57

2

10

25

40

37

9

0 50 100 150 200 250

⾃転⾞に乗ったことがないから

体⼒的な理由などで、⾃転⾞に乗れないから

⽬的地までの移動距離が⻑いから

⽬的地まで時間がかかるから

⾃転⾞をこぐと疲れたり汗をかいたりするから
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荷物が多いから

⾃動⾞など、⾃転⾞以外の交通⼿段の⽅が便利だから

その他 1位 2位 3位

n=330

○新型コロナウイルスの影響による自転車利用は「変わらない」が 9 割以上を占めています。 

○自転車を利用しない理由は「自動車など、自転車以外の交通手段の方が便利だから」が最も

多く、次に「目的地までの移動距離が長いから」が多くなっています。 
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(5) 公共交通の現状 

 
 

 
 

出典：国土数値情報（国土交通省） 

図 3.12 公共交通の状況 

 
 

 
出典：平成 22 年国勢調査 

図 3.13 公共交通の状況 
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○通勤・通学における代表交通手段は自家用車が約 60％と最も多く、次に多いのが自転車で

11％を占めています。公共交通である鉄道・電車、乗合バスの分担率は 5.7％と少なくなって

います。 

○伊予市内を運行する鉄道路線は JR 予讃線と伊予鉄道郡中線があり、バス路線は伊予市コミ

ュニティバスと伊予鉄路線バスがあります。 

○双海地区、中山地区ではデマンドタクシーが運行しています。 

伊予市コミュニティバス「あいくる」 
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(6) 日常施設、学校の分布 

 
 

 
 

出典：伊予病院 HP、伊予市 HP、大型小売店総覧 2020（大型小売店） 

図 3.14 日常施設の分布 

 

 
 

出典：伊予市 HP 

図 3.15 学校の分布 

  

○大型小売店は、伊予地区北部の国道沿いを中心に分布しています。 

○高等学校は伊予地区に 1 校あり、中学校は伊予地区に 2 校、双海地区・中山地区に各 1 校

あります。 
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(7) 免許返納状況 

 
 
 

   
 

出典：運転免許統計[警察庁] 出典：伊予警察署 

     図 3.16 愛媛県の免許保有者の推移      図 3.17 伊予署管内の免許返納者数の推移 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.18 免許返納後の自転車利用意向及び利用しない場合の移動手段意向 
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○愛媛県の人口に対する免許保有者数はほぼ横ばいで推移しています。 

○伊予市の免許返納者数は増加傾向を示しています。 

○免許返納後に自転車を利用したいという回答は約 3 割で、利用しない場合の移動手段は「徒

歩」、「コミュニティバス」、「家族・知人などによる送迎」が多くなっています。 

⾃転⾞利⽤意向 

⾃転⾞を利⽤しない場合の移動⼿段意向 
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2) 伊予市の交通安全 

(1) 自転車事故件数、死傷者数 

 
 

 
 

出典：交通事故統計 豆統計[愛媛県警察本部] 

図 3.19 愛媛県の自転車事故件数の推移 

 
 

 
 

出典：平成 31 年/令和元年 交通事故統計情報のオープンデータ [警察庁] 

図 3.20 愛媛県内他市町との人口あたり自転車事故件数の比較 
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（人口10万人あたりの自転車事故件数 単位：件）

○愛媛県内の自転車事故件数は年々減少傾向であるが、全事故に対する自転車事故構成率

は近年微増傾向にあります。 

○伊予市の自転車事故件数は、愛媛県内他市町と比べて中程度となっています。 
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(2) 自転車事故の状況 

 
 
 

        
 
 

 
 

出典：伊予警察署提供データ 平成 28 年 1 月 1 日～令和 2 年 12 月 31 日 

図 3.21 伊予市の自転車事故の状況 
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○伊予市内自転車事故の相手は、ほとんどが車両（自動車、自転車等）となっています。 

○伊予市内自転車事故は、交差点が約 8 割を占め、朝夕の通勤・通学時間帯に多くなっていま

す。 

【参考】 自転車事故の原因には法令違反がある場合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 2 年交通事故統計 豆統計[愛媛県警察本部] 

図 3.22 愛媛県の自転車事故の原因内訳 

相⼿内訳 道路形状別 

時間帯別 

1% 1%
4%

27%

6%
12%4%

15%

8%

22%
信号無視 右側・歩道通行等

徐行違反 交差点安全進行

一時不停止 動静不注視

前方不注意 安全不確認

その他 違反なし

n=482
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(3) 自転車保険加入状況 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.23 保険加入状況及び保険未加入の理由 

  

24%

1%

24%

4%

4%

6%

1%

3%

1%

4%

19%

10%

0% 10% 20% 30%

「⾃転⾞保険」と明記している保険に加⼊

火災保険の特約として加⼊

⾃動⾞保険の特約として加⼊

傷害保険の特約として加⼊

市⺠共済、全労済、生協などの共済に加⼊

点検・整備を受けた安全な⾃転⾞に付帯される「TSマーク付
帯保険」に加⼊

小中高大学生が学校で加⼊するPTA保険など（高校生向け
の全国高P連賠償責任補償制度、大学生向けの学研災付…

会社など団体の構成員向けの団体保険

クレジットカードその他に付帯している上記以外の付帯保険に
加⼊

加⼊はしているはずであるが、どんな保険か不明

⼊っていない

わからない

n=157

小中高大学生が学校で加⼊するPTA保険など（高校生向けの全国
高P連賠償責任補償制度、大学生向けの学研災付帯賠償責任保険

など）に加⼊

27%

7%

3%

50%

23%

7%

0% 20% 40% 60%

⾃転⾞保険についてよく知らないから

加⼊⼿続きなど相談先がわからないから

保険料が高いから

加⼊について考えたことがないから

事故の加害者になることはほとんどないと思うから

その他

n=30

○保険加入状況は「自転車保険」、「自動車保険の特約として加入」が多く、次に「入っていな

い」が多くなっています。 

○保険未加入の理由は「加入について考えたことがないから」が最も多くなっています。 

保険加⼊状況 

保険未加⼊の理由 
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(4) ヘルメット着用 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.24 ヘルメット着用有無 

 
 
 
 
 

(5) 交通ルール 

 
 
 

  

13%

6%

16%

5%

3%

5%

7%

10%

9%

75%

81%

70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学

買物等の日常活動

趣味（サイクリング等）

いつもヘルメットを着⽤する ヘルメットを着⽤することが多い

ヘルメットを着⽤しないことが多い ヘルメットを全く着⽤しない

n=92

n=143

n=106

○ヘルメットは「全く着用しない」が最も多く、どの目的でも 7 割以上を占めています。 

○知っている交通ルールは多くが 8 割を超えていますが、「人の多い道路では自転車に乗らず

に押し歩きをする」、「歩道を走るときはすぐに止まれるスピードで走る」の認知度が相対的に

低くなっています。 

○守っていないルールは「ヘルメットを着用する」が最も多く、次いで「車道を走る」となっていま

す。 

○「ながら運転」や「傘さし運転」、「横に並んで走らない」は、認知度が高い割に守っていない割

合が高くなっています。 



3 伊予市の自転車に関わる現状と課題の整理 

3-16 

 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.25 知っている交通ルール 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.26 守っていない交通ルール 
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61%
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⾞道を走る

歩道を走るときはすぐに止まれるスピードで走る

人の多い道路では⾃転⾞に乗らずに押し歩きをする

信号のない交差点では、歩⾏者や⾃転⾞・⾞等⾞両の通⾏
がないか確認する

必ず信号を守る

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「なが
ら運転」をしない

傘さし運転はしない

暗いときはライトをつける

⼆人乗りはしない（6歳未満の幼児を乗⾞の場合は除く）

横に並んで走らない

飲酒運転はしない

ヘルメットを着⽤する

あてはまるものはない

n=479

信号のない交差点では、歩⾏者や⾃転⾞・⾞等⾞両の通⾏がないか
確認する

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「ながら運転」
をしない

24%

40%

26%

31%

7%

12%

38%

30%

5%

5%

37%

7%

61%

2%

12%

0% 50% 100%

左側通⾏

⾞道を走る

歩道を走るときはすぐに止まれるスピードで走る

人の多い道路では⾃転⾞に乗らずに押し歩きをする

信号のない交差点では、歩⾏者や⾃転⾞・⾞等⾞両の通…

必ず信号を守る

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「な…

傘さし運転はしない

暗いときはライトをつける

⼆人乗りはしない（6歳未満の幼児を乗⾞の場合は除く）

横に並んで走らない

飲酒運転はしない

ヘルメットを着⽤する

上記以外のルール・マナー

あてはまるものはない

n=382

信号のない交差点では、歩⾏者や⾃転⾞・⾞等⾞両の通⾏がないか
確認する

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「ながら運転」
をしない
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3) 伊予市の観光・サイクルツーリズム 

(1) 観光入込客数 

 
※松山圏域：松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県] 

図 3.27 松山圏域の観光入込客数の推移 

 

 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県] 

図 3.28 伊予市の主要観光施設の利用者数推移 
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○松山圏域※の観光入込客数は 2013 年～2015 年は微増傾向にありましたが、2015 年以降は

横ばいで、1,100 万人前後で推移しています。 

○伊予市の主要観光施設の利用者数は、2014 年～2016 年は増加していましたが、2017 年以

降は減少傾向となっています。 
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(2) 観光地の分布 

 
 

 
 

出典：観光客数とその消費額[愛媛県]（利用者数） 

図 3.29 観光資源 

 
  

○観光資源は、伊予市内全域に点在しています。 
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(3) 観光移動特性 

a) 観光地滞在箇所数、伊予市来訪者の居住地 

 
 
 

     
図 3.30 一人当たりの観光地滞在箇所数 

 
 

 
図 3.31 伊予市来訪者の居住地 
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○観光地滞在箇所数は、コロナ前・後ともに 1 箇所が約 75％を占め、周遊が少なくなっていま

す。 

○コロナ前と比較してコロナ後では全体的に来訪者が減っており、構成比では四国３県の割合

が減り、松山市・大洲市等近くからの割合が増えています。 

○愛媛県内、県外比率で見ても県内の割合が増え、県外の割合が減っています。 

【コロナ前（2019年 9月）】 【コロナ後（2020年 9月）】 
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b) 観光地間の流動 

 
 
 

 
 
 

 
 

図 3.32 観光地間の流動 

  

○コロナ後は人の移動が少なく、観光地間の流動も少なくなっています。 

○伊予地区、双海地区、中山地区、それぞれ地区内の移動が多く、地区を跨ぐ移動は少なくな

っています。 

【コロナ前（2019年 9月）】 

【コロナ後（2020年 9月）】 
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(4) サイクリング状況 

a) 伊予市内でのサイクリング実施頻度 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.33 伊予市内でのサイクリング頻度及びサイクリング頻度が少ない理由 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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週1回以上 ⽉2〜3回 ⽉1回 半年に1回 年1回 それ以下

n=212

n=212

11%
3%

21%

63%

3%

伊予市内でのサイクリングに魅⼒を感じないから

伊予市よりも他に走りたい地域があるから

伊予市のことをあまりよく知らないから

⾃宅から遠く、頻繁にサイクリングできる距離ではないから

その他
n=179

○伊予市外居住者の伊予市内でのサイクリング実施頻度は半年に 1 回以下が 8 割以上であり、

その理由は、距離に関係ない理由（魅力を感じない、知らない）が約 3 割となっています。 

伊予市内でのサイクリング実施頻度 

伊予市内でのサイクリング実施頻度が少ない理由 
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b) 伊予市内でのサイクリングの主な目的、目的地 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.34 伊予市内でのサイクリングの主な目的及び目的地 
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※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

○伊予市内でのサイクリングの主な目的は、「景色」、「食」が多く、主な目的地は「伊予灘 SA」、

「五色浜（五色浜公園）」、「ウェルピア伊予」と伊予地区内が多くなっています。 

伊予市内でのサイクリングの主な⽬的 

伊予市内でのサイクリングの主な⽬的地 
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c) 伊予市内での立寄り箇所数 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.35 伊予市内での立寄り箇所数及び立寄り箇所数が少ない理由 

 
 

  

33% 16% 17% 13% 7%6%

4%
4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1箇所 2箇所 3箇所 4箇所 5箇所
6箇所 7箇所 8箇所 9箇所

n=135

34%

2%20%

36%

7% ⽴寄りたい施設がないから

市外に⽴寄りたい施設があるから

伊予市に何があるか知らないから

基本的に走るだけだから（そもそも⽴寄らない）

その他

n=44

○伊予市内での立寄り箇所数は 1 箇所が約 3 割と最も多く、その理由は走るだけを除くと、「立

寄りたい施設がないから」、「伊予市に何があるか知らないから」が多くなっています。 

伊予市内での⽴寄り箇所数 

伊予市内での⽴寄り箇所数が少ない理由 
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d) 伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地 

 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.36 伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地 
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日本水仙花開道

なかやまクラフトの⾥（道の駅なかやま）
なかやま栗センター
盛景寺の菩提樹

栗の⾥公園（※）
その他

※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

n=135

○伊予市内でのサイクリングの最初の立寄り地は主な目的地と同様に、「伊予灘 SA」、「五色浜

（五色浜公園）」、「ウェルピア伊予」が多くなっています。 
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e) 伊予市内でのサイクリングの流動 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.37 伊予市内でのサイクリングの流動 

 
 

  

○伊予地区、双海地区、中山地区、それぞれ地区内の移動が多く、地区に跨る移動は少なくな

っています。 

10～
5～9
3～4

※夕やけこやけラインは
海岸沿い全体を指
すことから流動から除
いています 

番号 施設名

15 かわらがはな古代窯跡群
16 三秋の大池
17 オガタマノキ（高野川神社）

18
ふたみシーサイド公園（道
の駅ふたみ）

19 ふたみ潮風ふれあい公園

20 三島神社

21 夕やけこやけライン
22 本谷の棚田

23 閏住の菜の花畑

24 JR下灘駅
25 閏木醤油工場

26 日本水仙花開道

番号 施設名

1 ウェルピア伊予
2 伊予灘SA
3 伊豫岡八幡神社
4 手づくり交流市場　町家
5 まちの縁側「ミュゼ灘屋」
6 山惣商店
7 彩浜館
8 五色浜（五色浜公園）
9 五色姫海浜公園
10 しおさい公園
11 大谷池
12 えひめ森林公園
13 谷上山第2展望台
14 伊豫稲荷神社

番号 施設名

27
なかやまクラフトの里（道の
駅なかやま）

28 なかやま栗センター

29 盛景寺の菩提樹

30
栗の里公園（なかやまフラ
ワーハウス・花の森ホテル）
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f) 伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点、総距離 

 
 

 

        
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.38 伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点及び総距離 

 
  

伊予市内
38%

松⼭市
19%

今治市
6%

大洲市
2%

⻄条市
2%

その他愛媛県内
3%

愛媛県外
6%

不明
23%

n=212

伊予市内
47%

松⼭市
8%

今治市
4%

大洲市
3%

⻄条市
1%

その他愛媛県内
8%

愛媛県外
2%

不明
26%

n=212

9%

23%

17%12%

16%

7%

10%

6%

〜10km未満 10〜20km未満

20〜30km未満 30〜50km未満

50〜70km未満 70〜100km未満

100〜200km未満 200km以上

n=212

○伊予市内でのサイクリングのスタート地点、ゴール地点ともに伊予市内が最も多く、次いで松

山市となっています。 

○総距離は 10～20km 未満が最も多くなっています。 

スタート地点 ゴール地点 

総距離 

※伊予市外の距離を含む 
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g) 伊予市内でのサイクリングの意向 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.39 伊予市内でのサイクリングの意向及び今まで行かなかった理由 

  

26%
25%

20%
15%
16%

14%
14%

22%
24%

22%
11%
12%

9%
15%

12%
9%

10%
20%

14%
12%

23%
11%

10%
14%
14%

10%
13%

17%
13%

15%
8%

0% 10% 20% 30% 40%

ウェルピア伊予
伊予灘SA

伊豫岡八幡神社
⼿づくり交流市場 町家

まちの縁側「ミュゼ灘屋」（旧宮内邸）
⼭惣商店

彩浜館
五色浜（五色浜公園）

五色姫海浜公園
しおさい公園

大谷池
えひめ森林公園

谷上⼭第2展望台
伊豫稲荷神社

かわらがはな古代窯跡群
三秋の大池

オガタマノキ（高野川神社）
ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）

ふたみ潮風ふれあい公園
三島神社

夕やけこやけライン
本谷の棚田

閏住の菜の花畑
JR下灘駅

閏木醤油工場
日本水仙花開道

なかやまクラフトの⾥（道の駅なかやま）
なかやま栗センター
盛景寺の菩提樹

栗の⾥公園（※）
あてはまるものはない

※「栗の⾥公園」には、「なかやまフラワーハウス」および「花の森ホテル」を含む

n=212

26%

50%

14%

8%
2%

⾏ってみたいとは思うが、そのためだけに⾏くほどではないから

⾏くのに時間がかかるから

⾏くのにお⾦がかかるから

どうやって⾏けば良いかわからないから

その他

n=196

○伊予市内で行ってみたい地域・施設は「ウェルピア伊予」、「伊予灘 SA」が多く、「五色姫海浜

公園」や「ふたみシーサイド公園（道の駅ふたみ）」等、伊予灘沿いの施設も多くなっていま

す。 

○上記施設等に今まで行かなかった理由は「行くのに時間がかかるから」が最も多く半数を占め

る一方で、「行ってみたいとは思うが、そのためだけに行くほどではないから」が約 3 割となって

います。 

伊予市内でのサイクリングの意向 

上記施設に今まで⾏かなかった理由 
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h) 伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組み 

 
 

 
 

出典：自転車利用者を対象としたアンケート調査 

図 3.40 伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組み 

 

 

 

  

52%
34%

30%
34%

22%
31%

20%
21%

29%
15%

20%
14%

0% 20% 40% 60%

安全・快適な走⾏環境の整備
サイクルオアシスの拡充

サイクリング拠点施設の整備
サイクリスト向け交通機関の整備

e-bikeのレンタサイクル
乗り捨てできるレンタサイクルの導⼊

サイクルレスキューの整備
サイクリスト向け宿泊施設・飲食店の整備

サイクリングマップ作製
サイクリスト向けガイドツアーの整備

Web・アプリ等による情報提供
サイクリスト向け割引サービス

その他

n=212

○伊予市内でサイクリングを実施するために必要な取組みは「安全・快適な走行環境の整備」が

最も多く、「サイクルオアシスの拡充」、「サイクリスト向け交通機関の整備」等も多くなっていま

す。 
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(5) サイクリングマップ・コース 

a) 愛媛マルゴト自転車道 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：愛媛マルゴト自転車道 HP 

図 3.41 愛媛マルゴト自転車道 

○愛媛マルゴト自転車道 28 コースの内、「伊予灘・佐田岬せとかぜ海道」と「内子・中伊予さとや

ま輪道」が伊予市を通過しています。 
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b) 四国一周サイクリング 

 
 

 
 

 
 

出典：四国一周サイクリング HP 

図 3.42 四国一周サイクリング 

 

  

○四国一周サイクリングでのトリップスポットとして下灘駅や夕やけこやけラインが紹介されていま

す。 
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(6) 中予サイクルオアシス 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図 3.43 伊予市内の中予サイクルオアシス 

 
 

 
図 3.44 道の駅なかやま 

出典：愛媛県 HP、道の駅なかやま HP 

  

○中予地域を訪れたサイクリストが安心してサイクリングが楽しめるよう、気軽に立ち寄って休憩

ができ、地域の人々との交流が図れる「おもてなし」の場所としてサイクルオアシスを整備して

います。 

なかやまクラフトの里（道の駅なかやま） 

11
31
13
15
6
8

 中予サイクルオアシス計 84

427 愛媛県内サイクルオアシス計
（広島県尾道市内施設を含む）

 伊予市
 松山市
 東温市
 久万高原町
 松前町
 砥部町

（令和３年 12 月 31 日現在） 
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(7) 道の駅リニューアル 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：愛媛県 HP（中予サイクルオアシス）、道の駅ふたみ HP 

図 3.45 道の駅ふたみ 

  

○道の駅ふたみは、愛媛マルゴト自転車道や四国一周サイクリングのコース沿いにあり、「中予

サイクルオアシス」登録施設としてサイクリスト向けの各種サービスを提供、サイクルツーリズム

を推進しています。 

○2021 年 5 月 28 日にリニューアルオープンしました。伊予市の特産品販売だけでなく、夏には

美しい海で海水浴、夕方には瀬戸内海に沈む美しい夕日が楽しめます。 
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(8) e-bike の導入 

a) e-bike のレンタサイクル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3.46 e-bike のレンタサイクル 

 

 

  

○2021 年 6 月より e-bike のレンタサイクルを開始しました。市内の主要施設 5 箇所でレンタルで

きます。 

○車種はスポーツタイプ（クロスバイク）とシティサイクルタイプの 2 種類用意しています。 
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b) e-bike の認知・利用経験 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.47 e-bike の認知・利用経験 

 
 

c) e-bike のレンタサイクルに求めるサービス 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.48 e-bike のレンタサイクルに求めるサービス 

 
  

1%
0.2%

5% 55% 39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

e-bikeを知っており、スポーツタイプ・シティサイクルタイプ両⽅のe-bikeを利⽤したことがある
e-bikeを知っており、スポーツタイプのe-bikeを利⽤したことがある
e-bikeを知っており、シティサイクルタイプのe-bikeを利⽤したことがある
e-bikeを知っているが、利⽤したことはない
e-bikeを知らない

n=495

36%

57%

22%

31%

36%

13%

8%

22%

29%

9%

16%

6%

0% 20% 40% 60%

周辺施設の情報提供・割引サービス

乗り捨てできる

24時間利⽤できる

WEB・アプリ等で予約できる

⾃転⾞のトラブルに対応してくれるサイクルレスキューの整備

サイクリスト向けガイドツアーの整備

着替えやシャワー等の設備

休憩場所の提供

⼿ぶらでサイクリングのための荷物の一時預かりサービスの提供

ホテル等への⼿荷物搬送サービスの提供

初心者に向けたe-bikeの乗り⽅説明

その他

n=518

○「知っているが、利用したことはない」が半数以上を占め、「知らない」が約 4 割となっていま

す。 

○「乗り捨てできる」が最も多く、次いで「周辺施設の情報提供・割引サービス」、「自転車のトラブ

ルに対応してくれるサイクルレスキューの整備」となっています。 
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d) e-bike のレンタサイクルを利用したい場面 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.49 e-bike のレンタサイクルを利用したい場面 

 
 

e) e-bike のレンタサイクルを利用したい期間 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.50 e-bike のレンタサイクルを利用したい期間 

 
  

4.3%

0.7%

3.4%

0.2%

0.7%

2.2%

0.9%

0.4%

1.8%

26.4%

16.1%

4.5%

1.1%

37.4%

4.2%

1.1%

23.1%

0.7%

0.2%

3.1%

5.1%

1.1%

0.9%

1.8%

19.8%

4.8%

0.4%

1.1%

32.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

通勤・通学

仕事（業務）

買い物、通院などの日常生活

子どもの送迎

習い事での移動

カフェやランチのお店めぐり

歴史的まち並みを散策

神社・仏閣を巡る

JR、伊予鉄の沿線を巡る

素敵な写真が撮れるスポットを巡る

ゆっくりのんびり景色を楽しむサイクリング

景色の良いところを厳選してサイクリング

本格的なスポーツサイクリング

その他

e-bikeを使いたいと思わない

スポーツタイプ

シティサイクルタイプ
n=447

n=454

10%

19%

23%

33%

40%

32%

26%

15%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツタイプ

シティサイクルタイプ

1時間以内 2〜3時間程度 半日程度 1日程度 2日以上

n=269

n=281

○スポーツタイプではサイクリング、シティサイクルタイプでは日常生活やサイクリングが多くなっ

ています。 

○スポーツタイプは半日以上が多く、シティサイクルタイプは 2～3 時間以内が多くなっていま

す。 
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f) e-bike のレンタサイクルの利用上限額 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査（伊予市居住者）、自転車利用者を対象としたアンケート調査（伊予市居住者以外） 

図 3.51 e-bike のレンタサイクルの利用上限額 

 
  

35%

18%

47%

21%

12%

19%

4%

18%

2%

12% 3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伊予市居住者

伊予市居住者以外

n=298

n=194

52%

25%

35%

21%

11%

18%

1%

12%

1%

10% 3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伊予市居住者

伊予市居住者以外

n=317

n=194

1時間当たり100円以内 1時間当たり101〜300円以内
1時間当たり301〜500円以内 1時間当たり501〜800円以内
1時間当たり801〜1,000円以内 1時間当たり1,001〜1,500円以内
1時間当たり1,501円以上

○スポーツタイプ、シティサイクルタイプともに伊予市居住者以外と比較して、伊予市居住者の

方が利用上限額は低くなる傾向にあり、1 時間あたり 300 円以内が 8 割以上となっています。 

○スポーツタイプとシティサイクルタイプを比較すると、スポーツタイプの方が利用上限額は高く

なっています。 

スポーツタイプ 

シティサイクルタイプ 
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4) 新型コロナウイルス感染症拡大による観光への影響 

(1) 訪日外国人旅行者数、旅行消費額 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.52 訪日外国人旅行者数及び前年同月比の推移 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.53 訪日外国人旅行消費額及び前年同期比の推移 

 
  

○入国制限等により、2020 年（令和 2 年）3 月の訪日外国人旅行者数は前年同月比 93.0％減、

同年 4 月は前年同月比 99.9％減と外国人旅行者が大幅に減少しています。 

○訪日外国人旅行者の減少に伴い、2020 年（令和 2 年）1-3 月期の訪日外国人旅行消費額

は、前年同期比 41.6％減の 6,727 億円と大きく減少しています。 
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(2) 日本人の国内旅行消費額 

 
 

 
 

出典：令和 2 年版 観光白書 

図 3.54 日本人の国内旅行消費額及び前年同月比の推移 

 
  

○日本人の国内旅行消費額は、3 月は前年同月比 53.1％減の 7,864 億円となり、2010 年（平成

22 年）の現行調査開始以降最大の減少となっています。 
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5) 伊予市民の健康 

(1) 健康づくり 

 
 

 
出典：市民アンケート調査 

図 3.55 伊予市民の健康づくり（年齢階層別） 

 
 

 
出典：市民アンケート調査 

図 3.56 伊予市民の健康づくり（居住地区別） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

男性

⼥性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

20〜64歳

男性 20〜64歳

⼥性 20〜64歳

65歳以上

男性 65歳以上

⼥性 65歳以上

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞で運動をしている

健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞は利⽤していないが他の運動をしている

健康づくりに興味はあるが、現在運動をしていない

健康づくりに興味がない
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健康づくりに興味があり、現在⾃転⾞で運動をしている
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○全体では、自転車を含め運動している人が約 4 割となっています。 

○自転車を含め健康づくりに興味があり、現在運動をしている割合は若年層ほど低くなっていま

す。 

○伊予地区は中山地区・双海地区に比べて運動をしている割合が高くなっています。 

○運動している人を除き、総じて健康づくりに興味がないよりも興味がある割合が高くなっていま

す。 
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(2) 健康寿命 

 
 

 
 

 
 

出典：伊予市健康づくり・食育推進計画 

図 3.57 伊予市の健康寿命と評価指標 

  

○伊予市の平均健康寿命は男性 64.7 歳、女性 66.9 歳で、愛媛県平均男性 64.8 歳、女性 66.8

歳と同程度となっています。 

○伊予市では「日常生活動作が自立している期間の平均」を 2013 年度の中間評価より伸ばすこ

とを目標としています。 
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(3) 運動習慣 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：伊予市健康づくり・食育推進計画 

図 3.58 伊予市 健康づくりアンケート（平成 29 年）と運動習慣評価指標 

  

○日常生活における歩数は 2012 年度より改善していますが、運動習慣者の割合は 2012 年度

よりも悪化しています。 

○運動習慣者の割合は若い世代の方が低くなっています。 

○運動不足を感じている人の割合についても若い世代の方が高くなっています。 

運動習慣者の割合 運動不⾜を感じている人の割合 
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6) 伊予市民の防災 

 
 

 
 

 
 

 
 

出典：伊予市地域防災計画 

図 3.59 伊予市での地震・津波の想定 

 
 
 

  

○伊予市では南海トラフ巨大地震や芸予地震が想定されており、最大クラスの津波をもたらすと

想定されています。 

○災害時の避難手段や災害発生後の移動手段として、自転車の活用が有効であり、複数の自

治体で災害時の自転車活用に取組み始めています。 
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7) 伊予市の自転車環境の満足度 

 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.60 伊予市の自転車環境の満足度 

 
 
 

 
 

出典：市民アンケート調査 

図 3.61 優先してほしい政策 
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n=442

○全体的に「やや満足」、「満足」よりも「やや不満」、「不満」の割合が高くなっており、特に「自転

車に関する情報発信」、「自転車を活用した観光振興」、「ルール・マナーの啓発」の満足度が

低くなっています。 

○優先してほしい施策は「自転車走行環境整備」が最も多く、次いで「ルール・マナーの啓発」と

なっています。 



3 伊予市の自転車に関わる現状と課題の整理 

3-44 

3.2 伊予市の自転車に関わる課題の整理 

以上を踏まえ、伊予市の自転車に関わる課題を整理しました。 
 

 
 

図 3.62 伊予市の自転車に関わる課題の整理 
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現状のまとめ 課題 

○人⼝減少・高齢化が進⾏ 
○通勤・通学時の交通⼿段は⾃動⾞が 6 割、⾃

転⾞は約 1 割 
○公共交通機関の分担率は低く、市⺠の移動を

十分に担えていない 
○商業施設の多くは伊予地区に存在 
○高等学校は伊予地区のみに存在 
○免許返納者数は年々増加 

○松⼭圏域の観光⼊込客数は横ばいだが、伊予
市の主要観光施設の利⽤者数は減少傾向 

○伊予市内の観光資源は点在しており、観光地間
の周遊が少ない 

○各地区内の移動はあるものの、地区を跨ぐ移動
は少ない 

○コロナにより、人の移動は少なくなり、近距離居住
者の来訪割合が増加 

○運動習慣者の割合は以前より悪化 
○運動習慣者の割合は若い世代が低い 
○運動不⾜を感じている人の割合は若い世代が高

い 

○南海トラフ巨大地震、芸予地震が想定されてお
り、最大クラスの津波が発生 

○他都市のような災害時の⾃転⾞活⽤の取組み
は現状なし 

○愛媛県内の⾃転⾞事故は減少しているものの、
全事故に対する⾃転⾞事故の構成率は近年増
加傾向 

○伊予市の⾃転⾞事故の相⼿はほとんどが⾞両で
あり、交差点が約 8 割、朝夕の通勤・通学時間
帯に多い 

○⾃転⾞事故の原因は法令違反の場合が多い 

●⾃動⾞に依存しないマルチモーダルな都市形成 
全ての移動を⾃動⾞が担うのではなく、短距離の移動
等、エコで健康な⾃転⾞が担うことが可能 

●公共交通の利⽤促進 
端末交通としての⾃転⾞との連携により利⽤促進が可能 

●免許返納後の高齢者の移動手段確保 
e-bike 等の活⽤等も踏まえ、⾃転⾞が担うことが可能 

●⾃転⾞が安全・安⼼に⾛⾏できる環境構築 
⾃転⾞専⽤通⾏帯、⽮⽻等、道路空間に応じた整備に
より、⾃転⾞に関わる事故の削減が可能 

●⾃転⾞のルール・マナーの周知 
ルール・マナーの周知により、⾃転⾞事故の原因となる⾃
転⾞利⽤者の法令違反を防ぐとともに、ドライバーの⾃転
⾞に対する配慮の醸成を図ることが可能 

●地区間を跨ぐ市内周遊の促進 
点在している市内の観光地間の周遊を促すために、e-
bike 等を⽤いた⾃転⾞の活⽤が有効 
●市⺠や近距離居住者の観光促進 

市内の魅⼒的な観光地を再発⾒してもらうために、新た
な楽しみ⽅としてサイクリング等による観光が有効 

●運動習慣の確保・維持 
通勤・通学、私⽤等の日常における移動時の⾃転⾞活
⽤や余暇活動でのサイクリング等による運動習慣の確保・
維持が可能 

●災害時の移動や情報伝達等における事前対策 
災害時の移動や情報伝達において、⼿軽で小回りがきく
⾃転⾞を活⽤することで、迅速な対応が可能 


